
令和５年度第１回品川区特別職報酬等審議会 会議録 

 
日 時  令和５年１１月２日（木）午後１時１５分 
場 所  品川区役所 本庁舎５階 第五委員会室 
出席委員 ８名 ※定足数６名 
事務局  総務部長、総務課長、総務課職員 

 
議事進行 
１．会長選任 
 
２．諮問 
  区長から会長へ諮問文を手交した（区長は諮問後、退室）。 
 
３．審議 
（１）事務局からの説明 
  ・審議にあたり事務局から、令和５年度特別区人事委員会勧告と国、都および各区の

状況について説明。 
  ・本審議会では、特別区人事委員会勧告に準拠のうえ、審議し、答申を行う。 
 
 【令和５年度特別区人事委員会勧告の概要】 
  ・一般職の月例給については、民間との較差３，７２２円を調整するため、初任給お

よび若年層に重点を置きつつ、全ての級および号給で１，０００円以上の引き上げ。 
  ・一般職の期末勤勉手当については、０．１月分の引き上げ。 
 
（２）審議 
 【主な意見】 
  ・特別職の話ではないが、一般職の給与は、民間給与を参考に勧告や改定がなされる

が、今回の勧告内容は民間と比較すると小規模な印象を受ける。 
  ・現状では、区長をはじめ、ほとんどの特別職が、月例給も期末手当も２３区平均を

下回っている。品川区は頑張っているし、それを区民も非常によくわかっているの

で、今回引き上げることはいいことだと思う。 
  ・ただし、急激には上げられないので、これまでどおり、特別区人事委員会の勧告に

基づいた形で引き上げるべき。 
  ・月例給は一般職の最上位級の引き上げに合わせ、期末手当は一般職の引き上げ月数

に相当する分の引き上げが妥当であると感じる。 
 
（３）審議結果 
   答申文のとおり決定した。 
 
４．答申 
  会長から区長へ答申文を手交した。 


